
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北ア地域） 

平成 31年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．3 カ所の広場づくりとコース入口周辺の整備・駐車

場と案内板の設置と間伐や下草刈り等の里山整備 
コースの拡張とベンチやテーブル・熊鐘等の設置 

  6月 1日から 11月 30日 
 

２．集客用プロモーションビデオ・リーフレットの作成

インバウンド用英字チラシの作成 

ガイドの増員の為のガイド育成教材の作成 

研修と教材による勉強会の実施 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 
 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 落倉高原浅間山～牧寄スキー場跡ハイキングパーク構想 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人落倉バックカントリーフィールド 

長野県北安曇郡白馬村北城 14920-61 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

(5)環境保全、景観形成 

事業タイプ ハード・ソフト事業 

総事業費   763,134 円（ うち支援金：607,000 円 ） 

（活動写真） 

①コースを増やす。 

②里山整備ボランティアの増員 

③観光の目玉にする 

④地元の産業にしていきたい。 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

・駐車場やコースは、予想以上に

整備することができた。 

・アシスタントガイドが４名も確

保できた。 

・雪不足の為、冬季の集客がかな

り減少した。 

【展 望 広 場】 

 
 【目標・ねらい】 

 

１．遊歩道の拡張と広場ができたことでロケーションも

良くなり看板設置等により安心感ができた。 

２．駐車場設置のおかげで路上駐車がなくなった。 

３．冬季だけの利用が通年を通じて活用できるウォーキ

ングコースとなった。 

４．ビデオやリーフレット及びインバウンド用チラシを

作成することで来シーズンの集客に期待できる。 

５．教材と研修会によりアシスタントガイドを４名確保

できた。 

毎年コース草刈り・間伐などの整備を行うことと同時に、大木広場に東屋・水芭蕉広場の階段や

柵の設置などの安全対策やより親しんでいただくための作業の継続と牧寄スキー場跡コース周

遊するためのコース看板の増設を行う。 

将来的には、ウォーキングイベントや学校教育の場所としての活用ができるようにスタッフの教

育と増員をはかる。 


